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【方法】1.5-2 歳齢の雌性マイクロミニブタ 5 頭に対して、70%肝切除を施行し
た。肝切除後 0 min, 1, 3, 6, 24, 48, 72, 96, 120, 144, 168 時間（h） 後に採血し、血
漿を回収した。血漿 3l 中の内因性ペプチドを C8 磁性ビーズにて精製し、マト
リックス支援レーザー脱離イオン化飛行時間型質量分析法（MALDI-TOF MS）に
て質量分析を行い、さらに多変量解析や機械学習法の統計解析を行った。タンパ







徴付けられたプロファイルを得られた。特に回復期において、ALB の N 端ペプ
チド短鎖（3028, 3042 m/z）は低下する一方で、N 端ペプチド長鎖（8926 m/z）は
増加していた。このようなマーカー候補ペプチドの同定を nano LC-MALDI-TOF 
MS/MS にて行ったところ、肝切除直後（0 min）に多種類のヒストン断片が検出
され、超急性期における肝再生との関連が示唆された。ヒト血漿においても、肝
切除後 0, 24, 48, 168 h にかけてペプチドの明らかな変動が観察された。中でも
2378, 9080 m/zは、最も有意な変化を示すペプチドとして抽出された。2378 m/z





























して価値あるものと認める。なお、本学位授与申請者は、平成 29 年 1 月 30 日実施の論文内
容とそれに関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
